
生
産
性
向
上
ツ

ル
に
進
化

野
原
グ
ル

プ
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
支
援
基
盤

打
ち
合
わ
せ
の
様
子
︵
野
原
グ
ル


プ
提
供
︶

サ

ビ
ス
画
面
︵
野
原
グ
ル


プ
提
供
︶

　
野
原
グ
ル

プ
︵
東
京
都
新

宿
区

野
原
弘
輔
社
長
︶
は


Ｂ
Ｉ
Ｍ
設
計
・
製
造
・
施
工
支

援
プ
ラ

ト
フ


ム
﹁
Ｂ
ｕ

ｉ
ｌ
ｄ
Ａ
ｐ
ｐ
︵
ビ
ル
ド
ア


プ
︶
﹂
の
利
便
性
を
高
め
る


内
装
工
事
向
け
﹁
Ｂ
ｕ
ｉ
ｌ
ｄ

Ａ
ｐ
ｐ
内
装
﹂
の
機
能
で
２
月

に
リ
リ

ス
し
た
﹁
建
材
数
量

・
手
配
サ

ビ
ス
﹂に
つ
い
て


内
装
工
事
会
社
な
ど
ユ

ザ


の
意
見
を
反
映
し

７
月
に
ア


プ
デ

ト
す
る

内
装
工
事

会
社
な
ど
と
の
打
ち
合
わ
せ
内

容
や
Ｂ
ｕ
ｉ
ｌ
ｄ
Ａ
ｐ
ｐ
か
ら

出
図
す
る
資
料
な
ど
を
ウ

ブ

上
で
一
元
管
理
で
き
る
よ
う
に

し

生
産
性
向
上
ツ

ル
へ
と

進
化
さ
せ
る


　
同
サ

ビ
ス
は

ゼ
ネ
コ
ン

が
作
成
し
た
生
産
設
計
Ｂ
Ｉ
Ｍ

モ
デ
ル
を
基
に

壁
工
事

に
必
要
な
建
材
の
数
量
を

工
区
ご
と
に
算
出
す
る


Ｂ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
に
実
測
し

た
壁
の
高
さ
デ

タ
を
掛

け
合
わ
せ

建
材
の
数
量

を
正
確
に
算
出
す
る
こ
と

で

同
業
務
を
行
う

内

装
工
事
会
社
の
番
頭
の
作

業
時
間
を
代
替
し

時
間

価
値
を
提
供
す
る


　
２
月
に
サ

ビ
ス
提
供

を
始
め

現
時
点
で
大
手

ゼ
ネ
コ
ン
複
数
社
の
大
規

模
案
件
で
の
導
入
が
決
定

準

大
手
・
中
堅
ゼ
ネ
コ
ン
か
ら
も

使
用
の
申
し
込
み
が
あ
り

物

件
ご
と
に
導
入
へ
の
調
整
を
進

め
て
い
る


　
同
社
は
内
装
工
事
会
社
な
ど

現
場
の
要
望
や
声
を
常
に
吸
い

上
げ

開
発
に
反
映
さ
せ
て
い

る

２
月
の
リ
リ

ス
以
降
も

改
善
を
続
け

今
回

図
面
や

資
料
の
ウ

ブ
上
で
の
一
元
管

理
と

Ｂ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
と
平
面

詳
細
図
の
照
合
時
に
使
う
壁
仕

様
図
の
改
善
で
ユ

ザ

の
利

便
性
を
高
め
た


　
同
社
は
今
後

軽
天
ボ

ド

の
天
井
や
倉
庫
な
ど
に
用
い
ら

れ
る
高
壁
に
対
応
す
る
拡
張
を

行
う

ま
た

工
程
と
コ
ス
ト

の
管
理
に
つ
な
が
る
サ

ビ
ス

の
構
築
を
目
指
す


　
同
社
Ｂ
ｕ
ｉ
ｌ
ｄ
Ａ
ｐ
ｐ
事

業
統
括
本
部
Ｂ
ｕ
ｉ
ｌ
ｄ
Ａ
ｐ

ｐ
サ

ビ
ス
開
発
統
括
部
の
平

野
洋
行
部
長
は
﹁
﹃
建
材
数
量

・
手
配
サ

ビ
ス
﹄
は

フ
ロ

ン
ト
ロ

デ

ン
グ
と
い
う
Ｂ

Ｉ
Ｍ
の
根
本
思
想
を
浸
透
さ
せ

る
第
一
歩

建
築
主
や
設
計
事

務
所

ゼ
ネ
コ
ン

内
装
工
事

会
社
な
ど
あ
ら
ゆ
る
ス
テ

ク

ホ
ル
ダ

が
協
業
す
る
あ
る
べ

き
姿
の
実
現
に
向
け
て
業
界
構

造
の
変
革
に
寄
与
し
た
い
﹂
と

将
来
像
を
語
る

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